
J

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
父
の
没
後
ベ
ル
リ
ン
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。

明
治
十
二
年
(
-
八
七
九
）
、
横
浜
の
ド
イ
ツ
領
事
の

紹
介
に
よ
り
来
日
し
、
海

軍
軍
楽
隊
の
女
流
ピ
ア
ノ
教
師
と
な
っ
た
。
住
所
は
芝
区
芝
公
園
十
二
号
六
の
一
。

東
京
音
楽
学
校
に
は
明
治
三
十
三
年
(
-
九
0
0
)
一
月
四
日
付
で
ピ
ア
ノ
の
嘱
託

講
師
と
な
っ
た
。
最
初
の
報
酬
は
年
報
三
百
六
十
円
で
あ
っ
た
が
、
同
年
三
月
三
十

一
日
付
で
年
報
六
百
円
に
な
っ
て
い

る
。
三
十
八
年
(
-
九
0
五
）
三
月
三
十

一
日

依
願
退
職
。

（
六
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ド
リ
ヒ

H
e
r
m
a
n
n
H
e
y
d
r
i
c
h
 (
一
八
五
五
ー

？） 

明
治
三
十
五
年
l
四
十
二
年
(
-
九
0
二
l
一
九
0
九）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
ビ
ア
ノ
、
和
声
、
作
曲
、
合
奏
、
オ
ル
ガ
ン

履
歴
（
要
約
）

一
八
五
五
年
六
月
＝
一
日
、
。
フ
ロ
シ
ャ
国

（
ド
イ
ツ
）
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
に
生
れ
る
。
幼

時
よ
り
音
楽
に
ひ
か
れ
、
ピ
ア
ノ
お
よ
び
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
個
人
指
導
を
受
け
る
。

シ
ャ
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
グ
に
お
け
る
帝
国
附
属
高
等
学
校
に
て
普
通
教
育
を
終
え
る
。

一
八
七

0
年
十
月
、
ベ
ル
リ
ン
帝
室
附
属
音
楽
学
校
に
入
学
、
ピ
ア
ノ
、
楽
理
お
よ
び

作
曲
を
専
攻
す
る
。

一
八
七
四
年
同
校
を
卒
業
、
校
長
の

ヨ
ゼ
フ

・ヨ

ア
ヒ
ム

の
推
駕
で
英
国
最
古
の

学
校
と
い
わ
れ
る
ア
ッ
ピ
ン
グ
ハ
ム

U
p
p
i
n
g
h
a
m
学
校
の
音
楽
な
ら
び
に
唱
歌
指

揮
者
と
な
っ
た
。
同
校
に
六
年
間
在
職
し
た

の
ち
ド
イ
ツ
に
帰
り
、一

年
間
ピ
ア
ノ

の
研
鑽
を
積
み
、
再
び
英
国
に
渡
っ
て
ロ
ン
ド
ン
を
本
拠
に
演
奏
活
動
の
か
た
わ

ら
、
ロ
ン
ド

ン
府
音
楽
学
校
の
教
務
担
任
者
の
職
に
つ
い
て
い
た
。

明
治
三
十
五
年
(
-
九
0
二
）
一
月
十
一
日
東
京
音
楽
学
校
に
雇
い
入
れ
ら
れ

た
。
こ
の
人
事
に
つ
い
て
は
在
独
特
命
全
権
公
使
井
上
勝
之
助
の
尽
力
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
か
げ
の
苦
労
を
物
語
る
井
上
公
使
か
ら
外
務
大
臣
小
村
壽
太
郎
宛
の
書
簡

が
残
っ
て
い
る
。

本
年
六
月
二
十
二
日
送
第
六
三
琥
信

ヲ
以
テ
曾
禰
前
任
大
臣
ョ
リ
文
部
省
直

轄
東
京
音
楽
學
校
音
楽
敦
師
傭
入
ノ
義

二
閥
シ
文
部
大
臣
ノ
依
頼

二
基
キ
條
約

案
相
添
へ
申
越
ノ
次
第
有
之
候
処
本
使
二
於
テ
ハ
素
ヨ
リ
音
楽
赦
師
ノ
技
個
等

ノ
判
定
ス
ル
コ
ト
難
キ

ニ
付
普
國
文
部
大
臣

二
面
談
ノ
上
条
約
案
ノ
要
点
ヲ
示

シ
可
然
人
物
ノ
推
薦
方
ヲ
依
頼
致
置
候
処
同
大
臣
二
於
テ
モ
色
ミ
詮
索
ノ
末

「
ヘ
ル
マ
ン
、

ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
」

(
H
e
r
m
a
n
n
Heydrich)
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ

適
任
者
卜
認
メ
且
ツ
同
人
ハ
日
本
二
赴
キ
度
希
望
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
至
極
恰
好

ナ
レ
ド
モ
何
分
規
定
ノ
旅
費
俸
給
ニ
テ
ハ
訂
約
致
難
二
付
月
俸
ヲ
四
百
円
二
赴

任
旅
費
ヲ
千
円
二
増
加
セ
ラ
レ
度
旨
本
人
二
於
テ
申
出
候
趣
将
又
現
約
案
ニ
テ

ハ
到
底
適
任
者
ヲ
得
難
カ
ル
ヘ
キ
旨
同
大
臣
ヨ
リ
申
越
候
而
本
使
ハ
其
旨
本
月

―
―
日
付
貴
大
臣
経
由
電
報
ヲ
以
テ
文
部
大
臣
二
申
報
シ
俸
給
及
旅
費
ノ
増
額
ヲ

稟
議
候
次
第
二
有
之
候
之
レ
ニ
対
シ
本
月
七
日
発
貴
電
第
三
十
二
琥
ヲ
以
テ
文

部
大
臣
ハ
豫
定
約
案
以
上
ノ
増
額
ヲ
ナ
ス
能
ハ
サ
ル
旨
及
音
楽
學
校
長
ハ
当
国

ル
ー
ド
ウ
ヰ
ヒ
ス
ブ
ル
グ
居
住
「
ツ
ウ
ヰ
ス
ラ
ー
」
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
推
薦
致
シ
タ

ル
趣
来
報
相
成
候
虞
右
「
ツ
ウ
ヰ
ス
ラ
ー
」
ハ
最
前
渡
邊
音
楽
學
校
長
ヨ
リ
在

伯
林
日
本
公
使
館
二
於
テ
契
約
条
件
ヲ
観
ル
ベ
シ
ト
ノ
電
報
二
接
シ
タ
ル
趣
ヲ

以
テ
條
約
案
ノ
一
見
ヲ
求
メ
候

二
付
早
速
相
示
シ
候
処
如
斯
条
件

ニ
テ
ハ
到
底

傭
入
二
應
ス
ル
能
ハ
サ
ル
旨
申
出
候
然
ル
ニ
一
方

二
於
テ
ハ

普
國
文
部
省

ニ
テ

前
顕
「
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
」
ヲ
シ
テ
我
條
件
ヲ
承
諾
セ
シ
メ
ン
ト
カ
シ
テ
本
契
約

満
期
后
更
―
―
傭
継
ニ
モ
相
成
候
節
ニ
ハ
月
俸
四
百
二
帰
国
旅
費
ヲ
千
円
二
増
加

ノ
義
相
協
間
敷
哉
卜
本
使
マ
テ
申
出
候
二
付
本
使
二
於
テ
ハ
今
日
左
様
ノ
コ
ト

ヲ
約
定
ス
ル
ノ
地
位
二
在
ラ
サ
ル
モ
帝
國
政
府
ニ
テ
同
人
二
満
足
シ
更
二
雇
継

ノ
如
キ
場
合
ニ
ハ
其
辺
ノ
事
情
篤
卜
梢
酌
相
成
候
様
本
使
ョ
リ
稟
申
致
ス
ヘ
キ

旨
相
約
置
候
処
当
國
文
部
省
ョ
リ
其
趣
本
人
二
博
ヘ
タ
リ
ト
見
へ
遂
二
．右
「
ハ
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イ
ド
リ
ッ
ヒ
」

ニ
於
テ
應
聘
可
致
旨
申
出
タ
ル
趣
二
付
同
人
ハ
現
ー
ー
英
國
倫
敦

〔
マ
マ
〕

二
居
住
致
居
本
使
親
シ
其
人
物
ヲ
精
鑑
ス
ル
ノ
機
會
ヲ
不
得
侯
得
共
普
國
文
部

大
臣
ノ
推
挙
二
信
頼
シ
遂
二
本
月
十
日
ヲ
以
テ
別
紙
獨
乙
文
契
約
書
二
双
方
記

名
ヲ
了
シ
候
次
第
二
有
之
候

将
又
同
教
師
渡
航
旅
費
支
給
方
二
関
シ
テ
ハ
八
月
十
四
日
付
送
第
七
六
琥
信

ヲ
以
テ
横
濱
正
金
銀
行
ノ
為
替
取
扱
店
タ

ル
当
地
「
ド
イ
ツ
ェ
バ
ン
ク
」
ヨ
リ

支
給
ス
ヘ
キ
旨
曾
禰
前
任
大
臣
ョ
リ
申
越
有
之
候
へ
共
前
顕
ノ
通
リ
本
人
ハ
倫

敦
―
ー
現
住
シ
同
地
ョ
リ
庫
チ
ー
ー
本
邦
へ
渡
航
可
致
都
合
二
有
之
候
間
正
金
銀
行

倫
敦
支
店
卜
交
渉
ノ
上
同
支
店
ー
ー
於
テ
本
使
ョ
リ
発
給
シ
タ
ル
正
当
本
人
タ
ル

証
明
書
卜
引
換
ヘ
ニ
金
九
百
円
ー
ー
相
当
ス
ル
英
貨
ヲ
支
払
ヒ
候
事
卜
相
成
侯
而

シ
テ
右
金
額
二
対
ス
ル
正
当
領
牧
書

ハ
同
支
店
ヨ
リ
其
筋
へ
直
接
送
附
致
候
筈

二
有
之
候
間
左
様
御
了
知
有
之
度
候
尚
右
「
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
」
義
ハ
北
獨
ロ
イ

ド
會
社
汽
船
「
。
フ
リ
ン
ツ
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」
琥
―
―
搭
乗
シ
赴
任
可
致
来
年
一
月
四

日
横
濱
着
ノ
豫
定
二
有
之
候
二
付
テ
ハ
土
地
不
案
内
ノ
事
故
可
相
成
ハ
音
楽
学

校
ョ
リ
吏
員
一
名
横
濱
へ
出
張
出
迎
ハ
シ
メ
ラ
レ
度
旨
本
人
ー
ー
於
テ
懇
願
致
居

侯
右
本
件
二
関
ス
ル
顛
末
別
紙
契
約
書
相
添
及
具
披
候
間
其
筋
へ
御
轄
報
相
成

度
候
敬
具

明
治
三
十
四
年
十
月
二
十
四
日

在
獨
特
命
全
権
公
使
井
上
勝
之
助

〔手
書
き〕

（
『
外
國
人
敦
師
闊
係
書
類
』
明
治
三
十
二
年
ー
大
正
十
一
年
）

ハ
イ
ド
リ
ヒ
の
最
初
の
契
約
期
間
は
明
治
三
十
七
年
ま
で
で
、
待
遇
は
奏
任
に
準

じ
ー
カ
年
金
千
弐
百
円
が
支
給
さ
れ
た
。
築
地
四
十
三
番
地
に
居
を
定
め
た
が
、
三

外
務
大
臣
小
村
壽
太
郎
殿

十
七
年
四
月
か
ら
の
再
契
約
後
は
住
い
を
横
浜
山
手
一
七
九
に
移
し
て
い
る
。
三
十

八
年
六
月
三
日
付
身
分
が
奏
任
五
等
以
上
に
準
じ
ら
れ
、
四
十
一
年
(
-
九

0
八）

一
月
二
十
三
日
付
を
も
っ
て
勲
五
等
旭
日
章
が
下
賜
さ
れ
た
。

ハ
イ
ド
リ
ヒ
は
他
の
教
師
と
ち
が
い
、
曲
を
教
え
る
前
に
ま
ず
そ
の
形
式
を
分
解

し
て
教
え
、
よ
く
了
解
し
な
い
と
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
彼
の

弟
子
の
一
人
で
あ
る
小
松
耕
輔
氏
は
「
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
と
こ
ろ
で
ど
ん
な
踊
り
か
見

当
が
つ
か
な
か
っ
た
ら
先
生
は
い
き
な
り
立
っ
て
踊
り
、
一
緒
に
踊
れ
と
い
っ
て
部

屋
中
ぐ
る
／
＼
踊
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ハ
イ
ド
リ
ヒ
は
今

日
で
は
あ
た
り
前
の
暗
譜
演
奏
を
奨
励
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
と
い
え
ど
も
当
時
は

演
奏
会
に
楽
譜
を
持
っ
て
出
て
い
た
。

四
十
二
年
(
-
九

0
九
）
東
京
音
楽
学
校
を
満
期
退
職
後
は
帰
国
し
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
七
）
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
レ
ッ
ク

C
h
a
r
l
o
t
t
e

？） 

F
l
e
c
k
 (
一
八
七
八

i

明
治
四
十
年
！
四
十
一
年
(
-
九

0
七
,..__,o
八）

在
職
期
間

嘱
託
講
師

担
当
科
目
独
唱
歌

履
歴
（
要
約
）

一
八
七
八
年
一
月
二
十
四
日
、
普
国
シ
テ
ッ
テ
ィ
ン

Stettin
市
に
生
れ
る
。

一
八
八
三
年
よ
り
一
八
九
一
年
ま
で
ス
ウ
ヰ
ー
ネ
ン
ミ
ュ
ン
テ

S
w
i
e
n
e
n
m
tin te

市

高
等
女
学
校
に
在
学
。

一
八
九
八
年
、
同
市
に
お
い
て
声
楽
大
家
リ
リ
ー
・
レ
ー
マ
ン
女
史
の
弟
子
に
就
き
唱

歌
の
教
授
を
受
く
、
そ
の
後
伯
林
ス
テ
ル
ン
音
楽
院
に
入
学
し
三
カ
年
間
修
業
、
一

九
0
五
年
卒
業
。

卒
業
後
は
同
音
楽
院
で
教
え
る
か
た
わ
ら
ベ
ル
リ
ン
市
そ
の
他
の
都
市
で
演
奏
活

動
を
行
い
、
翌
年
十
二
月
に
は
ベ
ル
リ
ン
歌
劇
場
と
契
約
し
た
。
一
九

0
七
年
（
明

治
四
十
年
）
＋
月
母
校
の
校
長
ホ
ル
レ
ン
デ
ル
の
紹
介
に
よ
っ
て
東
京
音
楽
学
校
に
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